
１０月２８

日、第４６回マ

ーチングバンド

・バトントワーリング東北大会に出場した金

管バンド部は、新聞でも紹介されましたよう

に、エクセレントステージ賞をいただいてき

ました。出場を決めた美郷大会からまた一段

と上手になり、他県の皆さんにもすばらしい

演奏を聴かせてきました。「フェスティバル部門の出場だけではもったいない」との話をしてく

れる方もいました。６年Ｙ．さんは、「美郷大会で失敗したところも、全員しっかり直して演奏

できました。演奏前はみんな緊張していましたが、演奏が始まると夢中になって演奏しました。

終わってからは、やり切った充実感、満足感があふれていました。応援してくださった皆さん、

ありがとうございました。この後、東北大会出場を生かして、交流演奏会やラストコンサート

に向けて頑張ります。」と話してくれました。

１０月２２日、小坂町交流センターで行われた第１６回実戦空手

道武心会交流大会に出場した５年Ｏ．①さんとＯ．②さんが入賞し

ました。

《型競技》 《組 手》

Ｏ．②さん ３位 Ｏ．①さん４位 Ｏ．①さん 準優勝 Ｏ．②さん ３位

左の写真左側が組手の時のＯ．①さんです。蹴りが相手の背中に当たっています。右の写真

右側がＯ．②さんです。蹴りを出す瞬間で、この蹴りがポイントになって勝ち上がりました。

Ｏ．①さんはけが

から復帰して久々に

入賞しました。見事

ですね。二人とも頑

張りました。

仙北市立生保内小学校 学校報

《教育目標》 ～夢に向かって やさしく！ かしこく！ たくましく！～

平成２９年

１１月１０日（金）

№３０

１１月に入り、校庭のドウダンの真っ赤な葉が美しくなりました。冬支度をしなければなら

ない季節ですが、この時期学校は研究会真っ盛りで忙しくなります。先週も角館小学校で東北

規模の研究会が市の研究会と一緒に行われたため臨時休校となり、学校報も出せずじまいです

みませんでした。そして、来週１１月１４日（火）は、本校の中間公開研究会です。文書でお

知らせしておりますが、早い放課になります。大変ご迷惑をおかけしますが、私たちが研究会

で勉強したことを授業に生かして、子どもに力をつけていきますので、どうぞご理解とご協力

をお願いします。

さて、今回は、課外活動での子どもたちの活躍をお届けします。



１０月８日から９日、スポーツセンターで行った福原カップミニ

バスケットボール大会で見事準優勝しました。この準優勝は、１２

日から始まる東北電力旗の大会に大きな弾みをつけました。

この大会は、県内外から多くの参加校があり、ブロックごとのリーグ戦を行い、各リーグか

ら勝ち上がったチームによりトーナメントを行います。青森県のおいらせ町やむつ市のチーム

を撃破して予選リーグを１位で突破したイーストウインズは、岩手県花巻市の南城と対戦し、

３７対３２で決勝に進みました。決勝は東北１位の岩手県一関市のチームでした。子どもたち

の感想では、大きくて強いチームだったということでした。敗因は、大きい子が３人いて、リ

バウンドを支配されたということです。２９対４１で敗れはしましたが、東北１位のチームに

６ゴール差で準優勝という結果はすばらしいと思います。

写真のように、隙があれば速攻、ディフェンス

との距離があればミドルレンジからのシュートを

決めています。チーム力が上がっているので、電

力旗でも全県めざして頑張ってほしいですね。

《東北電力旗の大会予定》

１２日（日） 会場 大曲体育館

１４：５０～ ＶＳ角間川・花館の勝者

（勝ち上がった場合）

１８日（土） 会場 リリオス

１０：００～ ＶＳ太田東・四ツ屋・中仙の勝者

１３：３０～ 準決勝

１９日（日） 会場 リリオス

１４：４０～ 決勝 １２：２０～ ３位決定戦

１１月７日（火）、大曲仙北社会科研究発表会に６年Ｈ．さんと

５年Ｉ．さんが出場しました。夏休みの自由研究をもとに、更に考

察を深めて発表しました。それぞれ「林業の世界にせまる」「介護

老人保健施設の仕事調べ」というタイトルです。二人ともとても緊張していましたが、立派に

発表して奨励賞をいただきました。

審査員の先生からは、Ｈ．さんの発表には「５年生の社会科の学習をしっかり頑張っている

からこのような研究ができる。すばらしい。」と、Ｉ．さんの発表には「家族の仕事をきっかけ

にして研究を始めることは、家族の励みにもなる。細かい点まで調べて図などでわかりやすく

まとめていてすばらしい。」というお話しをいただきました。また、閉会行事で社会科研究会の

会長さんから、「インターネットや資料だけで調べる人が多いが、実際にその場に行ったりイン

タビューをしたりしてまとめた研究が多かった。だから、実感がともない、深まった研究にな

る。」というお話しをいただきました。

今回、理科研究発表会にも参加させたかった作品があったのですが、締切が早く対応できま

せんでした。社会科も理科もテーマを絞り、研究したことの反省、更に調べたいことなどを継

続して取り組んだ作品が高評価を得ます。ですから、来年更に研究を充実させて発表会に応募

できればと考えています。

今回の二人の発表要旨を、後日お知らせします。


